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08 土木費

04 都市計画費

05 街路事業費

土木課

作　成　者：米子市６（簡略番号 ）

平成18年度 001 一般会計

当初予算

3002000000

006893

008

00

0

00

皆生温泉環状線２工区改良事業（特定道路）

前 年 度

0

00150,00000

150,000150,000120,000100,000

前 年 度

現計予算当初予算

歳出予算事業概要書

県支出金

22 150,0009 33旅費 地方 01 05 03 001
11 842需用費 街路事業
12 125役務費
13 2,500委託料
15 35,500工事請負費
17 18,000公有財産購入費
22 93,000補償補填及び賠償金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　　本事業区間は国道４３１号の開通、及び皆生地区の区画整理事業完了により、上福原
　　地区への交通量が増加し近隣の小学校、保育園、公民館等の公共施設を利用する歩行

（１）全体事業計画

　　られる。
　　　沿線の文教施設への交通の利便性、地域生活環境の向上と、通勤、通学の安全が図
（２）事業効果
　　図る｡
　　　本路線の整備により通勤、通学の安全を確保するとともに、地域生活環境の向上を
　　者等の安全確保が出来ない状況にある。

　　　本路線は、都市計画道路皆生温泉環状線として都市計画決定されている。
（１）事業概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　１５０，０００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事  務  費　Ｃ＝　　１，０００
　　　　物件移転補償　　一式　　　　　　　　　　補償費　　　　　C= 93,000
　　　　用地取得　　Ａ＝２５３㎡　　　　　　　　用地費　　　　  C= 18,000　
　　　用地補償　　　　　　　　　　　　　　　用地補償費　Ｃ＝１１１，０００
　　　家屋調査　　　４軒　　　　　　　　　　調査委託料　Ｃ＝　　２，５００
　　　施工延長　　Ｌ＝３５０ｍ　　　　　　　本工事費　　Ｃ＝　３５，５００
（２）本年度事業概要

　　　全体事業費　Ｃ＝９００，０００
　　　施工年度　　Ｈ．１２　～　Ｈ．１９
　　　計画延長　　Ｌ＝３５０ｍ　　Ｗ＝６．０（１６．０）ｍ

（１）財源の説明
　地　方　債　　都市計画事業債　充当率90％　150,000,000円×90％

　当初の計画どおり平成18年度までに道路整備を完了させたい。

（２）事務事業評価の反映状況　　
　現状維持
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